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隣接閉領域 トラ ッ キ ン グ

稲津　將 （北大 院理 ）

1． は じめ に

　総観擾乱は 日本付近の 寒候期の 天候 に

大き く関係 す る擾乱で あ る。 ス トーム の

軌跡は隣接点 トラ ッ キ ン グに よ り計算 さ

れ る。計算 は低気圧 中心 の 同定、低気圧

トラ ッ キ ン グ、 トラ ッ クの 定量化 の 3 つ

の 過程 に分 け られ る。 こ の 隣接 点 トラ ッ

キ ン グ には幾つ か の 間題 が 指摘 され て い

る 。

　（1）デー タ前 処理 と して 、 高緯度程 高解

像 とい うバ イ ア ス を補正す る 必 要が あ る 。

　（2）低気圧 中心 の 同定の 際、海面気圧 は

大規模 で ゆ っ く り進 む変動 を、渦 度 は小

規模で 早 く進む 変動 を捉 えや すい
。

　（3）低気 圧 トラ ッ キ ン グの 際、隣接時間

に お け る低気圧 中心 の 近 接 の 度合 い に 関

する 主観的な指標 が 必 要 で あ る 。 こ れ に

関連 して 併合や分裂 を表現す る こ とが 困

難 で あ る。

　（4） トラ ッ ク の 定量化 の 際 、低気圧 の 大

き さが 定め られ な い た め、低 気圧 の 幾何

形 状や 低気圧 に よ る力 学輸送 量 を 出力 す

る こ とが で きない 。

2． 隣接閉領域 トラ ッ キ ン グ

　 本研 究 で 用 い る隣接 閉領域 トラ ッ キ ン

グ は上 記 問題 を包括的に解決する 。 こ こ

で は 10 目以 下周期 の 850hPa南北風 を用
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図 ： （a）北半球冬季平均 トラ ッ ク数（等値

線 間隔 3 個）と トラ ッ ク生成数（影付）。（b）
北 半球冬季平 均 トラ ッ ク 併合数 （等 値線
間隔 1個）と トラ ッ ク 分裂数（影付）。

い た ［問題 （2）の 解決］。 これ が 10mfs を超 え

る格子点に対 し、時間的空 間的に隣接す

る閉領域を連結成分標識 法に よ り附番 し

た［問題 （3）と（4）の 解 決］。空 間的 にあ る条

件 を満 たす 領域 が次 の 時 間 で 重 な っ た場

合に トラ ッ ク す る と換言す る こ ともで き

る 。 そ の 際、空 間方 向に 2 格 子 面分の 面

積 が な い も の と、時間方 向 に 1 日以 上持

続 し な い もの は 除外 した［問題（1）の 解決］。

3． 北半球冬季平 均図

　 図は JRA25 ！JCDAS を使 っ て 計算 した

北半 球冬季 平均 の トラ ッ ク数 、 トラ ッ ク

生成数（図 a）、 トラ ッ ク併合 ・分裂数（図

b）で ある。太平洋お よび 大西洋にお け る活

発 な ス ト
ー

ム トラ ッ ク は 、オ イ ラ
ー

的手

法や従 来 の 隣接 点 トラ ッ キ ン グ とも整合

的で あ る。 また、地 中海か ら中東 に伸び

る副 次 的な トラ ッ ク 活動 域 も同 定 され た 。

また 、中国東北 部 、揚子 江河 口 付 近 、 日

本 の 東海 上 とい っ た限定 され た領域 で低

気 圧 生成が 起 こ りやすい
。

　併合数お よ び 分裂数の 極大（図 b）は 、ス

ト
ー

ム トラ ッ ク 活動度の 極大の 西 お よび

東 にそれ ぞれ位置 して い た 。 日本 の 東 で

併合 の 極 大 が存 在す る の は 、 天 気 図解析

的な感覚に
一

致する 。併合の 合成図解析

に よ り 、 中国東北部 と 日本の 西 南で 発 生

し二 っ 玉 低気圧 とな っ て 日本付近 を 通過

した 2 っ の 低気 圧 が 日本の 東で 併合す る

傾向に ある こ とが わか っ た （図略）。 分裂

は 低気圧 の 幾何形状 と力学量 の 分析が 必

要なた め 、別 の 機会 に詳細を議論する 。

［Inatsu（2009）Atmos．　Sci．　Lett．，　revised ］
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